	もうひとつのオリンピック
　能勢と言う土地は夏でも割りと涼しいのが通り相場でしたのに八月は｢暑い！｣の一言で毎日がくれていました。皆さんのお宅では如何でしたか、お伺いいたします。
　先日昼食時にテレビを見ていますと、いつもの｢みのもんたさんのお昼はまるまるテレビ｣で｢今日は何の日｣と言うコーナーでもうひとつのオリンピックとして、四年に一度のオリンピックが終了して何日か後に身障者のオリンピックがありますが、その紹介でした。
今から三回ほど前より連続出場の、日本人では始めて水泳競技で初参加でありながら金メダルに輝いた女性の紹介をしていました。健常者でも金メダルをいただけるのは並大抵ではないのに、その女性は身体に下半身麻痺と言うハンディキャップがあって、さらに身体に酸素が取り込めないので酸素不足で気を失ってしまうという病身でありながら、本当に死ぬ思いで練習をなさっておられ、オリンピック競技の最中も倒れてしまって競技を棄権するようにスタッフより言われながらも競技に参加した結果、金メダルを獲得できたのです。
最後にみのもんたさんが、健常者のオリンピックは皆テレビにかじりついて見ているし、報道関係もそれなりに大規模な体制で報道しているけれども、身障者のオリンピックも同等かそれ以上の力を入れて報道しなければならないといっておられました。

われわれの間でも同じことがあるように思います。それは八月行事の｢お盆｣です。

お盆と言えばメインは皆さんご存知の、日本人の国内大移動日の八月十五日です。一般には盂蘭盆(うらぼん)と言われております。逆さ吊りのような苦しみと言う意味でインドのことばで｢ウラバンナ｣が中国で漢字に変換されたときにこのように書かれて読まれるようになったということは皆さんよくご存知だと思います。十三日のお迎え日から十六日のお見送り日まで、各家にお帰りになった亡き人々に対してお供養･お給仕の｢お接待｣がなされます。お盆にはお墓におまいりしたりお寺さんにおまいりしたりお寺さんをお呼びしたりします。さらにお正月といっしょで飲めや歌への大宴会が亡くなられた方々を中心に三日四晩なされます。お墓や菩提寺さんやお仏壇のないお宅でも三日から四日、長いお方は一週間から十日の長期休暇をとってご旅行などなさいます。
これだけ派手に日本中が湧いているのに、八月二十四日の地蔵菩薩のお盆が子供のお盆なのか、やけにヒッソリと言うよりも忘れておられるお方もおありではないの
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	でしょうか。
　私は毎度のごとく｢時代劇専門チャンネル｣を観ていますが、その時代以前から太平洋戦争が終わってしばらくの間まで、子供は死ぬもの、大人でも人生五十年と言われて、今から考えると想像が出来ない位に人々は短命でした。ですから子孫を絶やしてはならない特権階級の人々は奥さんを何人も抱え子供をたくさん授けてもらったようです。なのに絶家になる家が多くありました。
　ご先祖さんは皆苦労をして今の子孫を残してきたのに、国の政策が悪いのか、われわれのような指導的立場にあるものの手抜かりか、いまの若い人は結婚をしてくれませんし、結婚しても子供を生んでくれません。それでも子供だけ欲しい人は不倫をしてでも生もうとします。このいまの現状をご先祖さまや、仏さまはどのように思っておられるか、さぞお嘆きの事と思います。

　子供が亡くなると、親よりも先に死んだということで三途の川も渡らせてもらえず、三途の川の手前の川原でたたずむしか仕方がありません。そのうち自分が死んだことで親は仏さまからお叱りを受けるかもしれない。親が可愛そうだと思って川原の石を積んで親のために仏塔を建ててその功徳が親に届きますように仏さまにお願いをします。それを見た地蔵菩薩さまはそれらの子供たちを両手にいっぱい抱え、背中に何人もおんぶをして三途の川を運んだと言うことから、八月二十四日のお地蔵さんのご縁日にお地蔵さんにお礼を言い、なき子供たちの冥福を祈って、これからも子供の成長をお願いするお祀りが地蔵盆なのです。昔は地蔵盆と言えば、いつもはお社の閉じられた扉が開けられ、お地蔵さんに真新しいヨダレ掛けがかけられ、その前を掃き清めてたくさん小さなチョウチンが掛けられて暑いのに朝早くから近くのおばあさん連中がムシロにへたり込んでお経を唱えていました。私も子供の頃、地蔵盆にはお経の後でお菓子がいただけたので楽しみによく行った記憶があります。
　この良き風習も、子供が少なくなってきたのか、子供がよほどでない限り死なないのか、隣近所のお付き合いが希薄になってきたのか、最大イベントの｢盂蘭盆｣の後なのか、地蔵盆をなされないところが多いようです。
　プレオリンピックならぬ、プレお盆の地蔵盆が、このような世の中ですから、もっと盛大に行われて子供の無事なる成長をお願いしたり喜びあったりして、子供を地域で大事に育てるようにしなければ、これからの子供の少子化に歯止めが利かないように思います。
こういうイベントだからこそ難しい子育ての情報交換の場になるのではないでしょうか。
	


お供えお供養をした後には必ず唱えましょう。
｢私はこの供養の功徳を、
おとうさん・おかあさん
はじめ、
あらゆる生き物に
分かちささげます。
皆さん喜んで
受けてください｣
南方仏教の

方々が唱えておられます。

　　　　　　　　　涌　泉　寺
